
《
バ
ス
無
料
乗
車
券
》

北
見
バ
ス
用：
開
成
線
、
美
幌
線

（
平
成

年
度
も
男
女
別
で
色
分
け
し
、
バ

30

ス
無
料
乗
車
券
を
作
成
し
て
い
ま
す
）

対
象
者

陰

歳
以
上
の
方
（
昭
和

年
４
月
１
日
ま

70

23

で
に
生
ま
れ
た
方
）

隠

１
級
・
２
級
・
３
級
い
ず
れ
か
の
身
体
障

が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
寝
た
き
り

等
バ
ス
乗
車
が
不
可
能
な
方
は
除
き
ま
す
）

韻

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
A
判
定：

B

判
定
）

吋

精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

右

渦
・
嘘
・
唄
の
う
ち
、
ひ
と
り
で
バ
ス
に

乗
車
で
き
な
い
方
の
介
護
者
（
渦
は
第
１

種
の
方
、
嘘
は

歳
未
満
又
は
A
判
定
の

18

方
、
唄
は
１
級
の
方
）

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
（
代
理
申
請
の
場
合
は
、
代

理
者
の
印
鑑
が
必
要
で
す
）

申
請
日
程
・
場
所

３
月

日
（
月
）
は
下
記
の
場
所

26

と
時
間
で
行
い
ま
す
。

３
月

日
（
火
）
～
４
月

日
（
金
）
は
町
民

27

27

懇
談
室
（
議
会
議
事
堂
１
階
）、
５
月
１
日
（
火
）

以
降
は
役
場
福
祉
担
当
瓜
番
窓
口
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
担
当

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
3
３
）

76

《
ラ
ン
プ
の
宿

森
つ
べ
つ

町
民
入
浴
優
待
券
（
全
町
民
）
》

対
象
者

全
町
民
（
３
歳
以
下
は
無
料
で
す
）

割
引
額
・
交
付
枚
数

大
人
（
中
学
生
以
上
／
通
常
６
０
０
円
）

３
０
０
円
の
割
引

小
人
（
４
歳
～
小
学
生
／
通
常
２
５
０
円
）

１
５
０
円
の
割
引

各
５
枚
交
付

交
付
に
必
要
な
も
の

印
鑑
（
持
参
忘
れ
の
場
合
は
、

交
付
で
き
ま
せ
ん
）

※
世
帯
員
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

※
ご
親
戚
・
親
子
・
ご
近
所
等
の
方
に
頼
ま
れ

交
付
に
来
ら
れ
た
方
は
、
そ
の
方
の
印
鑑
が

必
要
で
す
（
持
参
忘
れ
の
場
合
は
、
交
付
で

き
ま
せ
ん
）。

交
付
日
程
・
場
所

３
月

日
（
月
）
は
下
記
の
場
所
と
時
間
で

26

行
い
ま
す
。

３
月

日
（
火
）
～
４
月

日
（
金
）
は
、
町

27

27

民
懇
談
室
（
議
会
議
事
堂
１
階
）
で
行
い
ま
す
。

５
月
１
日
（
火
）
以
降
の
交
付
に
つ
き
ま
し
て
は

広
報
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
5
8
）
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第
２
回

住
民
懇
談
会

３
月
下
旬
か
ら
４
月
中
旬

頃
の
開
催
を
目
指
し
ま
す

複
合
庁
舎
建
設
等
ま
ち
な
か
再

生
基
本
計
画
策
定
に
係
る
第
２
回

住
民
懇
談
会
の
日
程
に
つ
い
て
、

正
式
な
開
催
日
を
ご
案
内
で
き
ず

に
広
報
発
行
日
を
迎
え
て
し
ま
い

ま
し
た
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
庁
舎
に
関
し
て
は
民
間

事
業
者
と
の
複
合
化
は
し
な
い
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
ち

な
か
再
生
全
体
に
係
る
、
ゾ
ー
ニ

ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
各
整
備
事

業
や
施
策
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
、
詰
め
の
作
業
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
示
し
で
き
る

ま
で
、
も
う
少
し
お
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
３
月

下
旬
か
ら
４
月
中
旬
頃
を
目
指
し

調
整
中
で
す
。

こ
れ
ら
作
業
の
遅
れ
か
ら
、
年

度
内
の
計
画
策
定
が
極
め
て
困
難

と
な
っ
て
お
り
、
概
要
版
配
布
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
含
め
次

年
度
と
な
る
こ
と
が
濃
厚
と
な
っ

て
い
ま
す
。

度
重
な
る
日
程
の
変
更
や
計
画

策
定
が
遅
延
し
て
い
ま
す
こ
と
、

重
ね
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
は
「
人
」、

津
別
を
愛
す
る
人
づ

く
り

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
発
掘
と

育
成
と
し
て
、
筑
波
大
学
に
よ
る

津
別
高
校
と
の
高
大
連
携
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
平
成

年
度
か
ら
実

27

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
ま
ち
の
再
生
・
活
性

化
に
つ
い
て
、
大
学
生
の
力
を
借

り
な
が
ら
、
高
校
生
が
、
若
者
視

点
の
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
、
一
般

公
開
で
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
グ
ル
ー
プ

は
、
昨
年

月
に
筑
波
大
学
で
開

11

催
さ
れ
た
高
大
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
お
い
て
、
多
く
の
参
加
者
の

前
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
ア
イ
デ
ア
は
、
町
内
の
空
き
家

問
題
、
町
外
者
が
訪
れ
や
す
い
環

境
に
着
目
し
、
国
道
２
４
０
号
の

交
通
量
を
活
か
す
た
め
、
町
内
の

空
き
家
を
撤
去
後
、
大
型
車
で
も

停
め
や
す
い
駐
車
場
や
、
運
転
手

用
の
仮
眠
施
設
を
整
備
し
、
ま
ち

な
か
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
化
す
る

「
寄
り
た
く
な
る
町
サ
ー
ビ
ス
タ

ウ
ン
」
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
な
ど
か

ら
、
地
元
を
思
い
、
地
元
を
愛
す

る
人
を
増
や
し
、
ま
ち
づ
く
り
を

多
く
の
方
と
考
え
て
い
け
る
環
境

づ
く
り
も
進
め
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
、
生
活
困

窮
者
（
ひ
き
こ
も
り
者
等
）

支
援
事
業
に
つ
い
て

一
般
に
「
地
方
創
生
」
と
い
え

ば
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く

る
こ
と
や
、
移
住
者
の
増
加
策
な

ど
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組

み
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
障
が
い
者
、

ひ
き
こ
も
り
者
支
援
は
「
地
方
創

生
？
」
と
疑
問
視
さ
れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
本
町
で
は
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
創
る

こ
と
も
「
地
方
創
生
」
と
し
て
、

こ
の
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
状
況
と
し
て
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
事
業
主
体
と
な

り
、
障
が
い
者
、
ひ
き
こ
も
り
者

が
社
会
へ
出
る
一
歩
目
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
く
「
居
場
所
」
を

運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
居
場

所
」
利
用
者
等
の
次
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
「
働
く
場
」
を
創
る
た
め

に
、
町
内
の
困
り
事
や
求
人
情
報

の
募
集
・
掲
示
を
、
さ
ん
さ
ん
館
カ

フ
ェ
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

地
方
創
生
推
進
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1（
内
線
２
４
１
）
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変変
化
の
ス
ピ
ー
ド

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
にに

つ
い
て
い

つ
い
て
い
くく

地
方
創
生
の
切
り
札
Ｄ
Ｍ

地
方
創
生
の
切
り
札
Ｄ
Ｍ
ＯＯ

や
Ｄ
Ｍ
Ｃ
を
官
民
協
働
ベ

や
Ｄ
Ｍ
Ｃ
を
官
民
協
働
ベ
ンン

チ
ャ
ー
で
始
動
さ
せ
、
イ

チ
ャ
ー
で
始
動
さ
せ
、
イ
ンン

バ
ウ
ン
ド
増
加
を
目
指
し

バ
ウ
ン
ド
増
加
を
目
指
し
、、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置
。。

更
に
働
き
手
の
確
保
も
Ｃ

更
に
働
き
手
の
確
保
も
Ｃ
ＣＣ

Ｒ
Ｃ
を
実
践
し
、
町
に
イ

Ｒ
Ｃ
を
実
践
し
、
町
に
イ
ノノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
す

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
す
……

地
方
創
生
等
ま
ち
づ
く

地
方
創
生
等
ま
ち
づ
く
りり

に
関
す
る
専
門
紙
や
イ

に
関
す
る
専
門
紙
や
イ
ンン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
は

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
は
普普

段
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
が

段
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
が
飛飛

び
交
っ
て
い
ま
す

び
交
っ
て
い
ま
す
。。

「
地
方
の
小
さ
な
町
に
は

「
地
方
の
小
さ
な
町
に
は
関関

係
の
な
い
こ
と
…
」
で
は
済

係
の
な
い
こ
と
…
」
で
は
済
まま

さ
れ
な
い
「
自
治
体
間
競
争

さ
れ
な
い
「
自
治
体
間
競
争
」」

が
今
、
正
に
巻
き
起
こ
っ

が
今
、
正
に
巻
き
起
こ
っ
てて

お
り
、
時
代
を
読
ん
だ
攻

お
り
、
時
代
を
読
ん
だ
攻
めめ

の
政
策
が
、
求
め
ら
れ
る

の
政
策
が
、
求
め
ら
れ
る
時時

勢
に
突
入
し
て
い
ま
す

勢
に
突
入
し
て
い
ま
す
。。

気
に
な
る
用
語
説
明
陰

こ
の
欄
で
は
、「
地
方
創

生
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

関
す
る
テ
レ
ビ
等
で
目
に
す

る
用
語
に
つ
い
て
、
順
次
説

明
し
て
い
き
ま
す
。

【

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

】

外
か
ら
中
へ
入
り
込
む
こ

と
。
現
在
、
一
般
的
に
外
国

人
の
訪
日
旅
行
の
意
味
で
使

わ
れ
る
。
対
義
語
は
、
日
本

か
ら
海
外
旅
行
を
指
す
ア
ウ

ト
バ
ウ
ン
ド
。

▲

高
大
連
携
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子


